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海外 ニ ュ ー ス

ネ パー ル園芸 開発計画 プ ロ ジ ェ ク ト と 果樹害 虫 防 除 に つ い て

国際協力事業団 ネ パ ー ル園芸開発計画 の短期虫害専門
家 と し て ， 1995 年 5 月 1 日 ""12 月 28 日 と 1996 年 3 月

1 日 ""9 月 30 日 の 2 回 の派遣機会が与 え ら れた 。 こ の プ
ロ ジ ェ ク ト は， 1985 年 10 月 に フ ェ ー ズ I を発足 さ せ，

フ ェ ー ズ II を 1992 年 11 月 ""1997 年 11 月 の 5 年 計 画

で， ネ パ ー ル丘陵地の果樹生産 を発展 さ せ 園芸開発促進

に寄与す る こ と を 目 的 と し て 実施 さ れて い る 。 筆者 の派

遣以前では虫害短期専門家 と し て桜井精， 芦原1[， 大平
喜男， 大竹昭郎， 駒崎進吉， 刑部正博の諸氏 に よ っ て調
査が進め ら れて き た 。

ネ パ ー ル の主要果樹栽培面積 と 生産量 を 表ー1 に 示 し
た 。 生産量 で は マ ン ゴ ー， 次 い で カ ン キ ツ 類 ( ス ン タ
ラ ， ジ ュ ナ ー lレ， ラ イ ム ) ， バ ナ ナ ， グ ア ノ T， ナ シ ( ネ

ノ T ー ル ナ シ) ， リ ン ゴ な ど の 亜熱帯系果樹 と 温帯系果樹

と が生産 さ れて い る 。 マ ン ゴ ー， グ ア ノ T， バ ナ ナ な どE

熱帯系 果 樹 は ， テ ラ イ (標 高 300 m 以下) と 呼 ば れ る

平野部で栽培 さ れ， カ ン キ ツ 類， ナ シ ， リ ン ゴ な ど温帯
系果樹 は 丘 陵地 (標高 300""3 ， 000 m) で栽培 さ れ て い
る 。

プ ロ ジ ェ ク ト は， 日 本か ら 導入 し た 果樹の 中 か ら 気候

風土 に 適合 す る 品種選定 を 行 い ， そ の 栽培方法 を 確立
し ， 果樹栽培の振興定着の た め の苗生産 を は じ め ， 農家

で展示闇場 を設 け農家 に対す る 栽培技術指導 を行い， 普

及員 ( 国家公務員) の果樹栽培技術向上の養成研修 を行
い， 指導層 の人材育成 も 図 る こ と が重点課題 と さ れて い

る 。

具体的 な取 り 組みで特徴的 な 点 を 述べ る と ， 果樹栽培

表 - 1 ネ パ ー 1レ の 主要果樹の栽培面積 と 生産量

種 類 栽培面積 (ha) 生産量 (ton)
マ ン ゴ ー 14 ， 872 88 ， 568 
カ ン キ ツ 類 12 ， 938 73 ， 595 

ポ ン カ ン 系 ( 7 ， 640) (46 ， 517) 
オ レ ン ジ 系 (2 ， 874) (16 ， 789) 
ラ イ ム (2 ， 424) ( 10 ， 289) 

パ ナ ナ 3 ， 423 41 ， 151  
グ ァ パ 4 ， 136 34 ， 478 
ナ シ 2 ， 930 26 ， 185 
リ ン ゴ 4 ， 033 24 ， 372 
モ モ 2 ， 024 10 ， 899 
レ イ シ 2 ， 209 10 ， 872 
ス モ モ 1 ， 350 7 ， 617 

の大部分が実生繁殖で， 樹種 に よ っ て は 取 り 木や挿 し 木

繁殖が行わ れて い る 。 果樹の奥定 ・ 整枝， 摘果作業の習

慣 は ほ と ん ど な か っ た 。 技術指導 に は接 ぎ木ナ イ フ や算

定鉄が必要 で， 市販 で は 台 湾や イ ン ド 製 品 が あ る も の
の， 組悪で 日 本製 を 用 い て き た 。 し か し ， 将来 を考慮 し
プ ロ ジ ェ ク ト の 農業機械専門家 は 接 ぎ 木 ナ イ フ ， 努定

鉄， 摘果鉄， 努定鋸 を 日 本製 と 同 品質 に 試作 し ， 現在で
は 鍛冶職人 を 養成 し て 古鉄利 用 に よ っ て 製作 さ せ て い

る 。 フ ェ ー ズ I で は カ ン キ ツ の カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ

ル ス に よ る 病害や グ リ ー ニ ン グ病の 防除対策 と し て ， 無

病苗の育成 ・ 配布が行わ れ， 現在 も 年間 8 ， 000 本余 り が
供給 さ れて い る 。 こ の成果 に よ っ て 現在で は カ ン キ ツ 病
害 も やや鎮静化 し て い る 。 ま た ， ブ ド ウ ， 日 本 ナ シ， カ
キ 等の苗木生産 に よ っ て ， 産地拡大や生産希望農家 も 拡

大 し つ つ あ る 。
カ ン キ ツ は ネ パ ー ル での重要農産物で， ポ ン カ ン 系 の

ス ン タ ラ ， オ レ ン ジ 系 の ジ ュ ナ ー ル と 呼ばれ る 果物 と ラ

イ ム が主流で生産 さ れて い る 。 こ の カ ン キ ツ 害虫で は ，
グ リ ー ニ ン グ病媒介種の ミ カ ン キ ジ ラ ミ (Eiゆhornina
citri) が最重 要 で あ る 。 カ ト マ ン ズ (標高 1 ， 350 m) で

は近似種の D. communis の 発生 は確認 し た が， ミ カ ン
キ ジ ラ ミ は 標 高 1 ， 000 m 以 下 の 地域 で し か確認 は で き

な か っ た 。 D. communis は ミ カ ン キ ジ ラ ミ と 同 じ く ゲ

ツ キ ツ ( Murraya ρaniculata ( ミ カ ン 科) ) な ど を 寄 主

植物 と し て お り ， ミ カ ン キ ジ ラ ミ と 比べ趨鞘， 体色 は や

や黒色であ る が， 酷似 し て い る 。 し た が っ て ， ミ カ ン キ

ジ ラ ミ と 誤認 さ れや す い の で， 本種 と グ リ ー ニ ン グ病 と
の 関係 を 明 確 に し て お く こ と も 必要 で あ ろ う と 思 わ れ
た 。

そ の 他 の カ ン キ ツ 害虫 で は， ア カ マ ル カ イ ガ ラ ム シ
(Aonidiella auranitii) の 多 発園が認 め ら れた 。 ミ カ ン
ク ロ ア ブ ラ ム シ ( Toxoptera citricidus) や ユ キ ヤ ナ ギ ア

プラ ム シ (Aρhis citricola) は発生す る が， 防除 を 必要

と す る の は雨期 と な っ た 7 月 下旬 ご ろ の 1 回防除 に と ど
ま る 。 ハ ダニ類や ア ザ ミ ウ マ類 は 発生 し て も 防除 さ れ る
こ と は な い。 幼 樹 で ミ カ ン ハ モ グ リ ガ (Phyllocnistis
citrella) の 発生 も あ る が， ア プ ラ ム シ 類 と の 同 時 防 除

です ま さ れて い る 。
産地定着 を 目 指 し て い る 落葉 果樹 に は ， プ ド ウ ， ナ

シ， カ キ ， ク リ が あ る 。 モ モ は 試作 さ れ て い る が， 乾期

か ら 雨期 と な る 時期 に 巣実熟期 を迎 え ， 裂果が著 し い 。

ネ パ ー ル農業省 1993/1994 年度資料 に よ る . 日 本 な ら 雨除 け栽培 も 可能であ る が， ネ パ ー ル で は資材
ポ ン カ ン 系 カ ン キ ツ は ス ン タ ラ ， オ レ ン ジ 系 カ ン キ ツ は ジ ュ ナ ー コ ス ト の た め栽培 は 困難 と な っ て い る 。
ル と 称す る 種類が主要な種類であ る .
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ブ ド ウ は， フ ェ ー ズ I か ら 有望視 さ れ， 栽培奨励 さ れ

て き た 。 害虫 で は コ ガ ネ ム シ類の食葉被害 と 果実への ア

ザ ミ ウ マ類被害が課題 と な っ て い た 。 最近で は 3 月 下旬

ご ろ の新梢伸張期 に ， 新梢校 を食害す る ハ ム シ と 思わ れ

る 被害や， 地際部か ら 食入 す る カ ミ キ リ ム シ幼虫の被害
も 目 立 つ た 。 厳 し い乾期 の た め ， 樹園 の干ばつ防止のた

め と 肥効 を求 め て ， 樹冠下 に 生 ごみや雑草が堆積 さ れて
い た 。 病害虫 の立場か ら 樹園 の 清耕管理が望 ま し い。 か
つ， 土壌水分蒸散防止対策 も 重要 と な る 。 敷わ ら を 考 え
る が， 家畜飼料 と し て 重 要 な わ ら は 利 用 し に く い。 ま

た ， 農業生産の低 い ネ パ ー ル で は耕地の 高度利用 か ら ，

樹冠下 は野菜 ・ ダイ ズ な どが作付 け さ れ る 。 被覆植物 と

し て樹種 と 樹冠下作物 と の調和す る 作物選択の指導 も 重
要であ る 。 冬期 は温暖 な カ ト マ ン ズ周 辺 は大消費地で も
あ り ， 換金作物の ア ブ ラ ナ 科野菜な どが推奨で き ょ う 。
し か し ， 残菜な ど の 堆肥作成技術の指導 も 欠 かせ な い 。

こ の こ と は 開園 し た 果樹園の共通の課題であ る 。
ブ ド ウ の収穫期直前の果房へ の ス ズ メ パチ科のハ チ に

よ る 頼粒食害， 収穫後 と な る が 8 月 中 ・ 下旬か ら ハ ス モ
ン ヨ ト ウ に よ る 食葉被害 も 見逃せ な い。

ナ シ は， 育苗期か ら 定植直後の幼樹で は ， 食葉害虫 と

し て Basil，ゅω ρuncticolle (サ ル ハ ム シ 亜科〕 の 発生が

著 し く ， 5 月 中旬 に 発生 し 枯死す る 被害幼樹 も あ っ た 。
果実 で は 4 月 中旬 に幼果 を食害す る ネ パ ー ル ク ロ ハ ム シ
ダ マ シ (仮 称， Ceropri・'a ( Ceropria) nψalensis ( ク ロ
ハ ム シ ダマ シ 属) ) の 加害が あ り ， 果実が適熟 と な る と

ス ズ メ パチ科の ハ チ に よ る 果実食害や ミ パエ類の加害が

あ る 。
ミ パ エ 類 は ， ユ ー ゲ ル ア D-8 を 誘引 剤 と し た ト ラ ッ

プで は 6 種類の発生が判明 し ， こ の う ち ナ シ果実の寄生

穫 は ， ミ カ ン コ ミ パ エ (Dacus ( Bactrocera)  dor
salis) > ウ リ ミ ノ fエ (D. cucurbitae) > セ グ ロ モ モ ミ ノ fエ
(D. tau) の順 で果実寄生 は 多 く ， 晩生種の 晩三吉無袋
栽培で 100%が ミ パエ に 寄生 を 受 け た 。 し た が っ て 晩三

吉， 新興な ど晩生種 は カ ト マ ン ズ周辺での栽培 は 困難 と

考 え ら れた 。

ま た 早生品種の幸水， 豊水であ っ て も 無袋栽培では約
10%程度 の被害 を受 け る 。 さ ら に カ メ ム シ類の吸汁や ス
ズ メ パチ類の食害， カ ラ ス 等 の 鳥害 を考慮 し た と き ， 総
合的な 防除対策 を必要 と し た 。 日 本製防鳥網 と 紙袋 に よ
る 有袋栽培で園場管理が な さ れ て い た 。 し か し ， 自 立 し
た栽培 を 考 え る と 日 本製資材 に 依存 し た栽培で は定着 は
困難であ る 。 こ の た め新聞紙 に よ る 果実袋利用が試行 さ
れて い た 。 し か し粗悪な紙質の た め か雨期の耐久性が劣

っ た 。 市販の ナ イ ロ ン繊維蚊帳生地で果実袋 を試作 し 実

験 し た 。 本年の単年結果で は あ る が， 果実被害防止 に比
較的良好な成果で， 収穫後 も 使 い捨て る こ と な く 再利用
すれば コ ス ト 的 に も 実用化が可能であ る と 考 え ら れた 。

ナ シ寄生の カ メ ム シ の 種類 は ， キ マ ダ ラ カ メ ム シ近似

種 (Erthesine sp. ( カ メ ム シ 科) ) で ナ シ ， リ ン ゴ， ク
リ ， ミ カ ン な ど の 果樹樹上で世代交替 を 行 っ て い る 。 果
実 食 害 の ス ズ メ パ チ 類 に は フ カ イ ド ロ パ チ 近 似 種
(Rhynchium sp.) と ヒ メ ス ズ メ ノ f チ ( Ve.ゆa troPica) 

が食害 し， そ の傷 口 に 小型のハ チ類や コ ガ ネ ム シ類が集

ま っ て い る 。 ナ シ ヒ メ シ ン ク イ ( Graρholita molesta) 
も 少 な い な が ら 発生 し て い た 。 そ こ で， フ ェ ロ モ ン に よ
っ て 成虫 モ ニ タ リ ン グ を 試 み た が， 全 く 誘引 さ れな か っ
た 。 恐 ら く 生理活性 の 違 い が原因で は な か ろ う か と 考 え

て い る 。

ナ シ マ ル カ イ ガ ラ ム シ ( Comstoc白砂is ρerniciosa)

は， カ キ ， ナ シ ， リ ン ゴ で多発傾向があ り ， 防除対策 に

マ シ ン油 を利用 し た い と 思 う の だ が入手で き な い 。 植物
油 は使用 さ れて い る が薬害 を 引 き 起 こ し て い る 。 最近，

合成 ピ レ ス ロ イ ド も 市販 さ れ て お り ， カ イ ガ ラ ム シ類 の
防除対策 は今後 も 重要 な課題 と な っ て く る であ ろ う 。

カ キ 幼苗 と 幼樹 で は ， 6 月 中旬 か ら 9 月 上旬 に か け て
イ ン ド キ シ タ ク チ パ (H沙ocala rostrata ( ヤ ガ 科) ) 幼

虫 に よ る 新葉 の 食害が著 し い 。 本種 は カ ト マ ン ズ で年
3�4 世代経過す る こ と が判 明 し た 。 カ キ 樹幹害虫 の フ

タ モ ン マ ダ ラ メ イ ガ (Euzoρhera batangensis ( メ イ ガ
科J ) は， 粗皮 削 り 管理 を 怠 っ た 樹幹 で多 発 し て お り ，
野生 カ キ で も 発生 を 認め た の で， 冬期 の粗皮削 り と 樹幹

塗布 は必要な管理 と 考 え ら れた 。 ネ パ ー ル で は樹木 に ボ
ル ド ーペー ス ト を塗布す る こ と が一般的 に 行わ れて い る

が， 固着性 を 高 め る た め Alash Oil (植物油) や ナ タ ネ

油が添加 さ れ る 。 し か し ， こ れ ら 植物油 は カ ン キ ツ の種

類に よ っ て は樹皮 を傷め る 。 そ こ で， わ が国 で は 木工 ボ

ン ド を 加用 す る の で， そ の 方 法 を 提 案 し 改 良 を す す め
fこ 。

ク リ に ク リ タ マ パ チ や ク リ シ ギ ゾ ウ ム シ が発生 し て い
な い の は好都合であ る が， 果実 の糖度が少 し 劣 る の が難

点、であ る 。 大粒の 日 本 ク リ は評判 も 良 い 。

日 本 と 共通種の害虫 は 少 な く ， 新 し い作物が導入 さ れ
る と ， そ こ に 新た な 生態 系 が生 じ ， ネ パ ー ル の 虫が害虫

化 し て い く 課程 を調査す る こ と がで き た 。 一 つ の 防除 を

取 り 上 げて も ， 現地で定着で き る 手法 を考案す る こ と が
必要であ る 。 こ の こ と は ， 日 本で考 え る 以上 に 素材が少

な く 制約 さ れ た 条件 か ら 検証 し て い か な け れ ば な ら な
い。 そ の 点， す で に 10 年近 く 経過 し た プ ロ ジ ェ ク ト で
あ っ た こ と は私に と っ て 幸 い し た 。 防除対策の ア イ デ ィ
ア や現状把握 は， プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダー の佐久間勉博
士 を 始 め ， 専門家 の 方 々 の ア ド バ イ ス に よ る と こ ろ が多
い。 紙面 を借 り 感謝 し た い。 カ ウ ン タ ー パ ー ト の Mrs_

Shashi ADHIKARI は す ぐ れ た ミ ノ f エ研究 を 行 っ た 。 仕事
を進め る 良 い相談相手 に 恵 ま れた こ と も 幸 い し た 。

(JICA 派遣専門家 杉浦哲也)
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